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 （3）拡大生産者責任（Extended Producer Responsibility）とプロダクトスチュワードシップ 





















































































































達が不足していることを示唆すると述べている 6） 。 
 　さらにリサイクル行動のモチベーション要因として，｢態度｣や｢規範｣よりも「過去の行動」
が関与し，リサイクルに関心が低い層では高い層と比較してその影響度が大きいことから，リサ









あると論じている 7） 。 
 Ⅱ　製品戦略に見る「計画的陳腐化」　の意義と形態 
 　企業の環境経営を考える上で，これまでも製品設計に関して｢計画的陳腐化｣の是非が議論さ






活用されてきたとも考えられている 9） 。 
 　古くは，1960年代，John Kenneth Galbraithが，｢消費者の需要は，自律的な欲望から発生する
のではなく，供給サイドである企業の広告，宣伝，販売術によって他律的に形成され，消費行動




えているのは，莫大な浪費にある。」という言葉により指摘している 11） 。 
 　また，Gregory P. M. は，計画的陳腐化政策の技法として，①「誘導化された製品寿命の停止」
すなわち｢製品の耐久性の意図的制限｣と，②「強制された流行」すなわち｢人為的なスタイル
の変更｣の2点を挙げ，政策の核心を企業の意識性や意図性に求めると論じている 12） 。 

































 　海外においても，アメリカ合衆国経済分析局（Bureau of Economic Analysis）の統計によれば，
可処分所得に占めるアメリカ人の衣服・履物に対する支出，いわゆるアパレル支出額が，ここ半
世紀にわたって減少し続け，1950年に9％であったのに対し，2010年には3％にまで低下してい
ることが報告されている 15） 。 
 　一方，アメリカ人が購入した衣料品（靴下類を除く。）数についての調査では，1991年は34点，











すぐに使い切られる日用品（fast moving consumer goods）化した現象を指摘し，このような事
態が大量の廃棄物を生み出し，資源の浪費を招く可能性について，「消費の物質性パラドックス










































別し，後者はトレンド操作による計画的陳腐化を起す必要がないことを示している 22） 。 
 　一方，「H&M」（スウェーデン）が，オーガニックコットンをはじめとする環境に優しい素材
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